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6　課程の修了要件

（1）修士課程の修了要件は，大学院に2年以上在学し，履修授業科目について30単位以上を取

得し，かつ必要な研究指導を受けた後，修士論文の審査又は特定の課題についての研究の

成果の審査及び最終試験に合格することとする。ただし，在学期間に関しては，特に優れ

た業績を上げた者については，大学院に1年以上在学すれば足りるものとする。

（2）博士課程の修了要件は，大学院に3年以上在学し，所定の授業科目について6単位以上を

取得し，かつ必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査及び最終試験に合格することと

する。ただし，在学期間に関しては，特に優れた業績を上げた者については，大学院に1

年以上在学すれば足りるものとする。

7　学位の授与

本学大学院研究科において，所定の課程を修了した者に対しては次の学位を授与する。

人間生活学総合研究科

児童学児童教育学専攻
健 康 栄 養 学 専 攻
造 形 学 専 攻
英語・英語教育研究専攻
臨 床 心 理 学 専 攻
教 育 福 祉 学 専 攻

修士課程
修士課程
修士課程
修士課程
修士課程
修士課程

修士（家 政 学）
修士（健康栄養学）
修士（家 政 学）
修士（文　　学）
修士（心 理 学）
修士（学　　術）

人 間 生 活 学 専 攻 博士課程 博士（学　　術）

8　各専攻の目的

（1）児童学児童教育学専攻は，子どもの豊かな人格を育て，身体的，精神的かつ社会的に健全

に育成するための学究を行い，高度な研究教育に携わることのできる人材および児童学・

児童教育学における実践的課題を探究・研究し解決できる高度な専門知識と方法論を修得

した人材の養成を目的とする。

（2）健康栄養学専攻は，フードサイエンスとライフサイエンス，ヘルスサイエンスの分野にお

ける，高度の知識，技能を教授して，人の健康維持，生活習慣病の予防，老化のメカニズ

ムなどの諸問題の解決に役立つような研究能力と応用力を有する人材および栄養士・管理

栄養士の資格を生かした高度な専門的能力のある職業人の養成を目的とする。

（3）造形学専攻は，服飾美術と造形表現を融合させたカリキュラムにより，服飾美術分野では

自然・社会環境や産業技術などの，衣服の美的・機能的側面に対して起こりうる新しい.

ニーズに対し，産業や教育などの分野で対応できる高度な専門性と実践力を備えた人材の

育成を目的とする。造形表現分野では生活美術の追究を通して，生活を様々な面で豊かに


